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高血圧症に関する調査研究 第 5報
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i:お本論に入る前に一言秋田県における晨卒中

コ率に触れて述ぺたい。 秋田県の脳卒中死亡

t都道府県別にみると粗死亡率の上では決して

tを占めるものではなく，例えば昭和 40年の

同様のことであるが，これを年代的にその推移 図4でに亡率では長野（38a5），高知 (268.9)に

を示すと図 8のようになる。 すなわち 0~9オ 4 2年伶で秋田 (26(l8ーー）は 3位であるが，訂正死亡

, 2 0~2 9オの年代では人口の減少が目立ち， 故か， Cは男女とも秋田（男30L9 ，女22 8.7)は全

逆に老年層の 80~,7 0 -7 9才， 60 -6 9 おいてじ第 1位を占め，｀長野はそれぞれ 21&4,20'Z

オでは増加が明らかである。 その他の年代では 裔知は同じく 17 4.5, 1 5 5. 9 と低くつくの

大体増減が顕著ではない。 る。 訂正死亡率の算定には一定の方式があ

それはそれなりに正しいと思われるのである

近来のように，田園から都市への人口流入の
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激しい場合には，地区としてむしろ粗死亡率が当

になると思われる。

次に秋田県における脳卒中死の特性は青壮年層

の人々の死亡が多いことである。 このことは秋

田県のみについていえることばかりでなく，日本

全体についていえることかと思われる。 日本に

おける刃因順位の第 1位は中枢神経系の血管損傷

であるが，西欧における第 1位は多く心臓の疾患

による死亡である。 ただし中枢神経系の血管損

傷による死亡にしても率として日本以上の国々が

あり，そのうちから総数としては率のより高い西

ドイツ（ 182.5)およびオーストリー (18'Zl)

を抽き出し，同年（ 19 6 5年）における日本およ

び秋田と比較してみたものが図 1である。

図1
西ドイツ・オーストリーおよび日本・
秋田の年令別脳卒中死亡率

（人口 l0万対）

この図て恥ヽては年令 75才以上のところでも

多少の差はあるが，顕著な船塞は青壮年の年代に

おける死亡率であって，西欧の国と日本との間に

はこのような隔りのあることで，日本と秋田との

問（‘ 秋田は更に上廻わっていることである。

つより秋田の損失はこれら青壮年層の労働力を失

うことである。約言すれば，労働可能なる年令層

の人々を脳卒中の発作から免れしめることにある

が，管理によつて奈辺まで可能なものかどうか，

今後の問題であるといわねばならない。

昭和42.
査の成績

43年度における高血圧症調
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石沢地区における高血圧症調査は昭和 38年か

ら開始されたのであるが，その調査成績士既報{l)

のとおりで，今回は 2度目にあたる。

a 石沢地区の地勢

本荘市石沢地区は秋田県南西部を西流して日本

海に注ぐ子吉川の支流石沢川に沿うた地帯で，東

部に出羽丘陵を控えているとはいえ，大体内陸部

の平坦農村である。 戦後の昭和29年 10月1

日，子吉川の河口を控えた本荘市に合併されて今

日に到つている。 石沢地区は 18の部落から成

り，北は大内村，東は東由利村，南は由利町，西

は西目村で，海に臨まない。 図2は石沢地区の

略図である。

函2

本荘市石沢地区略図
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水に使用されているが，位置として山陰とはいい

かたい。（訂正湯の平は現存している）
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b 人口

この地区の男女別人口は約 3千人で，農村であ

るが故に比較的人口の転入，転出が少ない方であ

る。 しかし多少の移動はあり，年次的にみると

表 1に示すようである。 昭和 25年の総人口が
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昭和 20年と比較して約 30 0名の増は戦後のベ

ピー・プームの影響とみられている。 また昭和

3 0年の増と昭和 40年度の減は大簗地区のジ一

クライト工場の移入，移出の影響とみられている。

表l 石沢地区人口（性別，年齢別）の推移

ょこ年総数 0 ~ 9 10~19 20~29 30~39 40~49 50~59 60~69 70~79 80~ 

S. 10 T &433 805 832 5 1 6 442 351 284 148 48 7 
M Ll O 9 3 9 5 415 243 227 182 1 5 0 7 5 I 9 3 
F L 7 2 4 4 1 0 417 273 215 1 6 9 I 34 7 3 2 9 4 

s. 20 T 3.64,4 8 7 8 902 522 4 48 378 3 1 1 137 60 8 
M l 7 1 7 420 4 48 2 I 6 2 07 1 8 8 14 8 64 23 3 
F l. 9 2 7 458 454 306 2 41 190 1 6 3 73 37 5 

S.25 T 3. 9 4 1 LO 74 925 61 1 443 364 3 0 9 14 3 66 6 
M L942 530 4 6 1 3 0 5 210 1 9 1 1 51 65 27 2 
F l 9 9 9 544 464 306 233 173 1 5 8 78 3 9 4 

s. 30 T 4.0 42 L1 0 7 9 1 8 643 452 390 2 9 I 168 58 1 5 
M L9 5 0 534 461 31 2 202 188 147 81 21 4 
F 2. 0 9 2 5 7 3 457 331 250 202 144 87 37 11 

S.35 T 3. 6 21 778 889 5 9 2 486 399 295 21 1 5 6 1 5 
M 1704 385 4 1 6 235 224 181 1 5 0 8 7 21 5 
F L917 393 473 2 5 7 26 2 218 145 124 35 10 

s.40 T &119 524 782 345 4 7 8 3 64 327 2 0 4 8 0 1 5 
M L430 255 394 1 6 3 233 I 6 6 144 94 26 5 
F L639 269 388 182 245 1 9 8 183 1 1 0 54 I 0 

S.42 T 3. 0 4 1 426 778 3 8 3 461 4 08 313 1 9 8 1 0 8 1 6 
M L44 6 212 383 1 7 2 219 191 132 88 44 5 
F L595 214 395 161 242 217 181 110 64 11 

＇ 

同様のことであるが，これを年代的にその推移

を示すと図 8のようになる。 すなわち 0~9オ

, 2 0~2 9オの年代では人口の減少が目立ち，

逆に老年層の 80~,7 0 -7 9才， 60 -6 9 

オでは増加が明らかである。 その他の年代では

大体増減が顕著ではない。

図4では年代による人口の減少を昭和 25, 3 5, 

4 2年について示したものであるが，家族計画の

故か， 0-9オの人口の減少が目立ち，老年層に

おいては近年においてやや顕著である。
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因3 石沢地区における年令別
人口の推移（石沢）
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C 対象者数ならびに受診率

前回も今回も対象者は男女とも 30オ以上とし

た。 通例 40オ以上を対象者とすぺきであるが

すでに述ぺたように，秋田地方においては 30オ

函4 年度におり ＇可代別人口

の推移（石沢）
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にしてすでに脳卒中の発作が出現するもの多く，

全国の略 2倍に達するので敢えて 30オ以上とし

た。 石沢地区における 18の部落別，性別，並

びに年代別に対象者を示したものが表2である。

表2 石沢における部落別，性別，年令階）醤別
該当者数ならびに受診者数

：恕習］ 3 0 - 3 9 40 - 4 9 5 0 - 5 9 6 0 - 6 9 70~ 

M 
3 2 ( ( 

8) 2 ( 2) 2 ( 2) 1 （ 1) 1 ( 

1 1 } 三ツ方森F ； ｝ l （ ： ｝ 4 2 ( ( ： ｝ 1 2 ( ( G T 5 ( 3 ( r I ( 

M 1 3 (1  0 ｝ 1 3 (ヽ 1 2 ｝ 5 7 ( ( 4) 4 ( 4) 
2 4 2 ( ( ( ： ｝ 山内 F 1 9 (1  6 8 (7  7) 

1 5 ( ( 
1) 

T 32 (2  6) 21 (1  9 12 (11) 5) 4) 

M 
9 (8  ｝ 7 (5  ｝ 2 ( 2) 4 ( i } 

2 ( 2) 
大簗 F 1 1 (1  0 6 (5  

18 0 ((180) ) 
5 （ 2 ( 2) 

T 2 0 (1  8 1 s c 1 o 9 ( 4 ( 4) 

M 1 3 (8  ｛ 12 (1  2 ｝ ） 9 (8  ｝ 9 (6  ｝ 
4 4 8 ( ( ( ] } 鳥田目 F 21 ｛ 18 l 5 ｛ 13 18 (1  8 

18 9 ((14 8 l i T 34 2 6 27 25 2 7 (2  6 



,

F

'

 

-139-
~ -

M,. 2 ( 2) ！ I 4 ( : s 1 （ 
0) ＇ 3 （ 2)' 

一本木 F I -3 ( 2) 4 ( 2 ( 2) ， 4 ( 2)」: ?. ( 0) 
T 5 ( 4) 8 ( 7) -3、← 2) 7 ( 4) 2 ( 0) 

Ml 14 ( 9) 1 0 （ 9)1 ， （ 5) 1 1 ( 9) 
柳生• F 16 (14) 12 (11) 14 (14) 6 ( 5) 5 ( 3) 

T 30 (23) 22 (20) 23 (1  9) 17 (14) 5 （ 3) 

M 5 ( 

] { 8 (7  ｝ 
4 ( ： ｝ 3 ( 3) :;, ( 2) 湯沢 F 5 ( 8 (8  5 ( 4 ( 4) 4 （ 3) 

T 1 0 ( 1 6 (1  5 9 ( 8) 7 ( 7) G （ 5) 

M 2 3 (I  7 ｝ 2 2 ( 8) 22 (14) 14 (1  I) 5 ( 2) 
舘 F 2 4 (1  2 27 ｛ 1 6) 25 (16) 1 9 ( 8) I 6 （ 5) 
T 4 7 (1  9 49 24) 47 (30) 8 3 (1  9) 2 1 （ 7) 

M 8 ( 4) 4 （ 4) 5 ( 3) 5 1 ( ( 
1) 

新山崎 F 8 ( 5) 5 ( ； ｝ 6 ( 3) 1) 1 (. I ｝ 
T 1 6 ( 9) 9 ( 11 （ 6) 6 ( 2) 1 (I  

-M- 7 ( 
｝ ｝ 4 ( ! } 

5 （ ： ｝ 5 2 ( ( 1) 3 ( 2) 栗山 F • 12 ｛ 8 （ 1 6 1 ( ( ： ｝ 1 （ 0) T I 9 1) 1 2 ( 4) 7 ( 4 ( 2) 

M 7 ( 6) 7 ( 4) 9 ( 4) l ( 1) l （ 1) 
櫛引 F 8 ( 8) ， （ 7) 5 ( ： ｝ 7 8 ( ( 7) 4 ( 2) T 15 (14) 16 (11) 14 ( 8) 5 （ 3) 

M 2 0 (5  ｝ 14 (7  ｝ 11 ( 9) 1 3 （ 9) 3 ( 0) 
雪車町 F 1 7 (1  6 ) 20 ｛ 1 5 1 8 (12 ｝ 15 (13) ,t ( 2) 

T 3 7 (21 34 2 2) 2 9 (2  I 28 (2  2) 7 ( 2) 

M 7 ( 0) 8 ( 2) 8 ( 5) 3 1 ( ( 
1) 3 （ 2) 

滝の沢 F 9 ( 3) 1 1 ｛ 8) 6 （ 4) 3) 3 （ 2) 
T 1 6 ( 3) l 9 I O) 14 ( 9) 4 ( 4) 8 ( 4) 

M 3 （ 0) 6 （ 4) 4 ( 2) 4 （ 2) l （ 1) 
宮沢 F

5 8 ( ( 
3) 7 （ 3) 4 ( ： ｝ 8 ( 6) T 3) 1 3 （ 7) 8 ( 12 （ 8) l ( 1) 

M 14 ( 5) 23 (1  8) 1 1 （ ： ｝ 7 （ 5) G ( 2) 上野 F 1 9 (1  0) 24 ｛ 1 4) 1 2 ( 5 （ 1) 1 3 （ 4) 
T 33 (15) 47 32) 23 (12) I 2 ( 6) 1 9 （ 6) 

M 1 6 (1  1 ｝ 17 (14) 1 0 ( 5) ， （ 7) 6 （ ： ｝ 新田 F 16 ｛ 1 6 18 (1  8 ｝ 14 ｛ 1 4 ｝ 7 (6  ｝ 16 .2 ( ( 
T 3 2 2 7) 35 (32 24 19 1 6 (1  3 9) 

M 1 8 (9  ｝ 1 2 (6  ｝ 1 6 ( 7) 4 2 ( ( 3) 2 （ I) 
本田 F 1 7 (1  1 2 0 (1  3 17 (14) 2) 8 （ 5) 

T 35 (20) 3 2 (1  9) 38 (21) 6 ( 5) l 0 （ 6) 

M 1 2 (1  0 ｝ 8 (8  ｝ 9 ( 6) 4 ｛ 4) 
6 （ 5) 

烏川 F I O (9  1 3 ｛ 11 1 1 ｛ 11 ｝ ， 9) 2 （ 1) 
T 22 (1  9) 2 1 1 9) 2 C, 1 7 13 (13) 8 （ 6) 

M l 9 4 ｛ 102 ｝ l 8 5 ［ l 2 5) 1 4 2 ［ 87 ｛ 99 (73 ｝ 4 7 (31 ｝ 計 F 222 158 212 157 ｝ 180 145 111 ((18 54 7 7 7 (3  9 
T 416 (260 3 97 2 8 2 322 232 210 124. (70 
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なお今回の高血圧症検診は昭和42年度は 8月

1 5日から同月 20日までに，また昭和43年度

は8月15日から 20日までに実施されたもので

ある。 この期間は夏季であるが，地域の特性を

考え，出稼その他家郷に集まる機会を狙つて実施

期日を考慮したのであるが，表3に示したように

受診率か前回のように!l5. 5 <1/iを示すことはなく

6 a 1 %にとどまったことは其に遠憾である。

表3 年令階層別受診率
(8.42. 43年度）

年 代 I対象者数受診者数受診率伶

3 0~3 9 I 4 1 6 2 6 o 6 2.5 
40~491 397 282 71.0 

6 0~5 9 I 322 232 72.o 
6 0~6 91 210 157 74.8 

'7 0~124  70 56.5 

計 1469 1001 6 8.1 
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酸法によった。 血清コレステロールは Zak-

Henly法により，その他硫酸銅法による血液比

電，屈折計による血清蛋白量ならびに電気泳動法

による血清蛋団且成をも検査した） これらの一

部は稿を代えて発表する。

石沢地区における高血圧症の出現頻度

男女30オ以上計1001名の住民を性別，年令

別，血圧値月l・に示したものが表4である。 この

成績を前報と比較してみると，正常血圧者は前回

男39. 6 %，女 52. 0％であったものが，今回は

男 49. 8伶，女64. 2伶であって，正常血圧者が

殖えたということを意味する。高血圧者について

みると，前回男35. 4笏，女25. 8 %であったが

今回はそれぞれ 27.5%,17.3茄に減少してい

る。 境界域高血圧匹ついてみても，前回は男 2

6. 0 %，女22. 1伶であったものが，今回はそれ

ぞれ22.7"/,,18.5％という成績であるから，

全体として高血圧者は減り，正常血圧者が増加し

たということを意味するものと思う 3 ただし受

診率が問題かと思われる。

次に血圧を年代別に乎均値を算出してみたもの

が表5である。 この成績を前回の成績と比較し

てみても平均血圧値の低下が見られると思う。

検診方法

前報に述ぺたとおりで，血圧測定は R i va•

Rocci水銀血圧計，眼底は全部カラー撮影にし

所見はScheieの分類に従った。 心電図所見

の判定分類はMinnesota Codeにより，尿

糖はテストテープ法，尿蛋白はスJレフォサリチJレ

表4 石沢地区における性別。年令階層別高血圧症の出現頻度

性 年 代 総例数 例正数常血圧4 境例数界域高血％圧 贔 血圧
数％

3 0 ̂-3 9 102 72 7 0.6 14 1 3.7 i 1 6 15. 7 

40~49 125 72 5 7.6 3 3 2 6.4 I 20 1 6. 0 

フ田
50~5 9 87 34 3 9.1 2 5 2 8.7 28 3 2.2 

6 0~69 73 20 2 7.4 20 2 7. 4 33 45.2 

70~ 3 1 ， 2 9.0 5 1 6.1 17 54.8 

計 418 2 07 49.8 97 2 2. 7 1 14. 2 7. 5 

30~39 1 5 8 1 3 5 8 5.4 16 9.5 8 6.1 

40~49 1 5 7 1 1 5 7 3.2 22 1 4.0 20 1 2. 7 

女
50~59 146 83 5 7. 2 32 2 2.1 30 20.7 

6 0~6 9 84 32 3 8.1 25 2 9.8 27 3 2.1 

70~ 39 ， 2 3.1 14 3 6.9 16 41.0 

I ＇計 583 374 64.2 1 108 1 8.5 I 1 o 1 17. 3 

,'’ 
注正常血圧：最大血圧139111111返まで，最小血圧89111叩gまでの両者を満足するもの。

高血圧：最大血圧160111叩g以上，最小血圧951111/tHg以上のもの，両者とも該当するもの。

境界域高血圧：最大血圧 140~15 91111/i!g,最小血圧90~94m淑。
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表5 石沢地区性別。年令別
圧値（昭42• 43年）

年令屯翌 1最大血圧！最小血圧

3 0-3 9 10 3 13 4.0亡18.6 80 6.2:12.9 
40~49 136 13 7. 5さ15. 8 2.9さ 9.7

男I5 0~5 9 94 146.3さ20.5 8 5. 4士 9.0
60~69 77,152.1さ22.2 8 '7. 0~l 2.6 
70~ 32、 158.'/さ16.2 8 4.3士1L5 

30~39 15 3 1 2 6.5ご10 7 5. 0士7.4
40~4・9 171 13 2.3と17. 79.6士 9.0
女 I6 0~6 9 150 141.8!.2 0.1 8 2. 7土 9.2
60~69 94 I 148.9土19.6 82.6!10.9 
70~ 40 158.0土22.1 82.9さ 9.1

すなわち男 30オ代で最大血圧139.8，最小血

圧82. 2であったものが，今回はそれぞれ134.0, 

8 0. 6となった。 同様に 40オ代では 147.4,

8 8. 6であったものが137.6,82.9となり，

6 0オ代では16 3.2, 9 3. 7が146.3,86.4と

なり，また60オ代では1711,88.4であった

ものが16 2.1 I 8 7. Qとなった＂ また70オで
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は前回136.5,95.0であったものが今回は

158.7,84.3となっている。

以上を綜合すると，受診革に多少問題があるに

しても高血圧者が減り，正常血圧者が増加したこ

と，更に血圧そのものの平均値も低下して来たと

いえると思う。

心電図の所見について

高血王症検診には心電図所見が参考となること

は当然であるが，しかし脳卒中死亡とは必ずしも

直結しない。 石沢池区は現在本荘市の一部であ

るが，地製の上からも住民生活の上からも市民と

いうよりも 1個の単体と認め得る。 すなわち検

診によって特定所見の分布を知り得ると思う。

このような考えからまず被検者について心電図上

病的所見がどの程度に発見できるものかどうか，

男女別に，年代別に，また血圧の区分別に検ぺて

みた成績は表6のとおりである。 一見して解る

ように、心電図所見は低年者よりも高年者に有所

見率が高まる。 そして石沢地区住民で30オ以

表6 石沢地区住民の性別・年令別・心電図所見発見状況 昭和 42•43 年度

年令性 正常血圧伶 境界城高血圧伶 血 圧茄
I 

計高
伶

M 25 (71) 3 5.2 7(13) 53.8 10(17) 58.8 42(101) 41.5 
30~39 F 34(134) 26.4 4 (13) 3 0.8 6 ( 9) 66.7 44 c 1 56) 2 a2 

M 23 (.77) 3 0.0 18(39) 46.2 16 (2  1) 7 6.2 57(137) 4 ;、6 
40~49 F 35(114) 3 0.7 9 (2  6) 3 4.6 16 (22) 72.7 60(162) 3 0 

M 18(39) 4 6.2 1 8 (3  0) 6 0.0 1 9 (2  7) 7 0.4 66(96) 67.2 
60~69 F 37(83) 44.5 16(33) 48.6 24(33) 72.7 77(149) 517 

M 10(19) 5 2.6 16(20) 76.0 28(34) 82.4 5 3 C 7 3) 7 2.0 
6 0-6 9 F 24(33) 7 2. 7 16(31) 51.6 2 5 (2  8) 8 9.3 65(92) 70.7 

M 6 ( 9) 5 6.6 4 ( 5) 80.'l 13 (16) 8 1.3 2 2 (!l O) 7 3.3 
7 O,.J"/ 9 F 4( 7) 6 7.1 8 (1  6) 5 0,0 1 6 (1  6) 9 3.7 27 (39) 70.0 

M 0( 1) 1 ( 2) 5 o.o 1 ( 3) 3 3.0 
80-
F 

計 6 0 3 (1 0 3 8) 4 8.6 

注 （ ）は被検者数

綸一
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上となると心電図の上で何らかの所見を有するも

のが半分に近い48. 5 %を示すものであるという

ことである。 この数値はもちろん高率を示すも

のと思われるが，石沢地区における検診では，男

女合計 1146名中，有所見者は合許fo4名，す

なわち61. 4 %であったが故に心電図有所見率も

低下を示したものといえる訳である。

この有所見率はミネソク・コードによつて分類

した場合も同様であつて，l'I1では前回男女それ

ぞれ46. 8伶， 19. 6伶であったものが今回は，

34.4%,14.8%となり，またWl-3 では前回

6. 0伶，6.8伶であったものが今回は7.2 ¢, 

6. 7茄となり，男にやや高率となった。 V1ー2

では前回は 10.8%,18.4%であったが，今回

は8.8 % J 1 6. 3 C/J'Viii. 2. 4では前回 1.9 % I 

1. 2 %であったものが1.1%,0.7%となり，ま

た＼Tl1-6では前回6.6伶，6.9外であったものが

2.6%,10.0％となった。 以上のように各コ

ラム全体が改善を示したとは言えないが全体とし

ては改善されつつあるということはいい得ると思

う。 （表7参照）

表7 石沢地区における心電図所見の出現頻度

｀ 分禽者星

3 0~3 9 4 0~4 9 5 0~5 9 6 0~6 9 7 0~  計
. -

M F M F M F M F M F M F 
1 04 1 fi2 137 165 94 150 76 93 3 1 41 442 601 

.. 

1 1-3 ゜゜゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 

゜(1.3) (0.2) 

直1
33 12 36 17 42 22 26 29 16 ， 152 89 
(3 1. 7) (7. 9) (2 6.3) (1 0.3) (4 4. 7) (14. 7) (3 4.2) (3 1.2) (4 8.4) (2 2. 0) (3 4.4) (14. 8) 

w l-3 9 4 

゜
5 6 ， 1 5 ( 7 1 2 7 7 32 40 

(1. 3) ) (3.6) (3.6) (9.G) (1 0.0) (9. 2) (1 2. 9) (22.6) (17.1) (7.2) (ll.7) 

V t-3 
.j, 8 7 1 5 ， 29 1 1 35 8 1 1 3 9 98 
(1.3) (_1.7) (5.1) (9.1) (9.6) (19.3) (14. 5) (3 7. 6) (2 6. 8) (2 6. 8) (8.8) (1 6.3) 

Vll1,2,4 ゜゜
1 

゜
3 3 1 1 

゜゜
5 4 

) (0. 7) (3.2) (2.0) (1.3) (1.1) C 1.1) C o. 7) 

VI 1-6 ゜
2 1 

゜
3 1 3 2 4 1 11 6 

C o.4) C o. 7) (3.2) (0. 7) (3.9) (2.2) (1 2. 9) (2.4) C 2.5) (1 o.o) 

注 1. 分類はMinnesota Codeによる。

2. ( )は率（%)

眼底所見について

石沢地区住民男女合計96 5名につい芍最影し

た眼底のカラー・フィルムによる成績は表8に示

すとおりである。 眼底の高血圧性変化にしても

動脈硬化性変化にしても 0度に相等するものは年

代の進むにつれて減少する。 各年代を通じての

乎均値は，高血圧性変化においては男子は 52. 6 

伶，女子では66. 5％，そして動脈硬化性変化では

男子fl0. 1 %，女子66. 8％で，女子において僅

かながら高率である。 その他の I度， I度， 1

度においても男子は常に女子よりも高率である。

」
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表8 石沢地区における眼底所見の出現頻度

生年代＇ 1被；
高血圧性変化 動脈硬化性変化

＇ 

゜
I n 直

゜
I n Iii 

|930450←～～算岱出

1 02 79(77.5) 16(15. 7) 7 (6.9) 0 - 83(81.4) 16(15. 7) 3 (2.9) 0 -
12 1 74(612) 35 (28.9) 9(7. 4) 3 (2.5) 79 (65.3) 36(28. 9) 7 (5. 8) 0 -
84 28(33.3) 29 (34. 5) 18(214) 9(10. 7) 38(46.2) 28(33.3) 17(20.2) 1(12) 

月・1I 60~69 6 6 19 (28.8) 19 (28.8) 泣 (33.3) 6(9.1) 28 (42.4) 14~1.2) 23 (34.8) 1(15) 
70~ 2 8 11 (39.3) 11 (39. 3) 6(17.9) 1 (3. 6) 13 (46. 6) 5(17. 9) 10 (35. 7) 0 -
計 401 211 (62.6) 110(27. 4) 61 (16. 2) 19(4.7) 241(60.1) 98(24.4) 60(16. 0) 2 (0.5) 

30-39 15 6 140(89.7) 16 (10.3) 0 - 0 - 14.0 (89. 7) 14(9.0) 2(1.3) 0 -.  
40~49 154 120 (78.0) 23(14. 9) 9(5.8) 2(1.3) 111(72.1) 31 (20.1) 12 (7. 8) 0 -

欠ヽIso~59 143 74(61.8) 46 (32.1) 19 (13.3) 4(2. 8) 74(51. 7) 44(30.8) 25(17. 6) 0 -
I 60~69 76 21 (27. 6) 28(36. 9) 23 (30.3) 4(6. 3) 31(40.8) 26(34.2) 17(22. 4) 2 (ag) 
70~ 36 20(57. 2) 6 (17.1) 9 (25. 7) 0 - 21(60.0) 10(2ao) 4 (11.4) 0 -
計 664 3'i5(66. 5) 119(21. 1) 60(10.7) 10 (1.8) 371 (66.8) 126 (22.2) 00 (10. 6) 2 (0.4) 

昭和 42•43 年度

注 （ ）内は伶

表9 石沢における年度別
眼底所見の比較

これら所見の意味付けについては後に述べたいと

と思う。

男 女

眼底所見 s I s I s Is 
(Scheie) 38-40年 42・位年 38-40年 42•43年

高血圧性変化
-----

゜
6 1. 6 5 2.6 7 L5 6 6.6 

I 2 2.2、 27.4 I 8.2 21.1 
I 9.2 1 5.2 5.2 10.7 

且 7.0 4. 7 5.2 1.8 

動脈硬化性変化

゜
6 4.1 6 0.1 5 8.1 6 6.8 

I 2 6.6 24.4 24.2 2 2.2 

I I 6.4 1 5. 0 1 5. 1 l 0. 6 

Ill 2.9 0.6 2.4 0.4 

次に前回検診時の眼底所見と今回のものをを比

知意味で掲げたものが表9である。これによつ

c見ると， 0度では高血性変化では増加し，動脈

更化性変化では減少している。 1度， I度は高

血性変化の場合に上昇を示しているが置度は低下

／ているーしかし動脈硬化性変化の場合は 1度，

＂変，瓜度とも今回は低下の傾旬を示している。

血清総コレステロール値

血清コレステロールの多少は従来動脈硬化症と

の関連において意毅付けが重視され，特に冠動脈

の硬化に対する役割が強調されている。 すでに

表10翌鴨息翌雲疇討姦ぷ：高 l 
年令区分

被検数 血平清均総値コレ広テロ→1呼a/‘dt 
オ

30~39 99 1 3 8.6 2 2.0 

40~49 124 148.1 2 8.2 

男 5←、69 87 1 6 2.6 2 6.1 

60~69 72 1 50.9 2 8.2 
70~・ 31 142.6 2 8.8 
計 413 14 6. 8 2 7.0 

．． 

"•.. 3'0~39 158 13 6.5 24.2 
40~49 155 15 0.3 3L4 

女 50~59 144 169.0 2 9.6 

60~69 83 1 6 5. 7 2 9.6 

70~ 39 169.9 3 2.3 

計 579 I 5 2.2 3 1.0 

冒
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私共が指摘したように，脳卒中死亡の高率地帯の

住民においては，血渭コレステロール総誠は決し

て多くはないし，また脳卒中死亡率が加令ととも

に上昇するにも拘らず，少なくとも男子において

は血渭コレステロールが30代の男子とほぼ等し

い億を維持するか，昏い増蓋しても僅少に過ぎな

ぃ。しかも女性においては最初男子よりも少ない

が， 40オをすぎる頃から増量し始め， 60オ代

7 0オ代では男子と著しい差の生ずることを述べ

たとこるである。

今回の検診に際して採血した血清について総コ

レステロールを測定しても正常よりも高値である

とは考え難いし，また男女年代別に検討してみて

も前回1)2) 3)と同様の成績を得たのである。

この間の事情については更に詳細に検討すべきも

のと思われる。

石沢地区における尿中蛋白出現頻度

蛋白尿は腎疾患とつながり，更に南血圧症，脳

卒中とかかわる意味において葉検の場合において

も重要視せられることは当然である。 前報に土、

石沢地区における年代別
血清コレ入テロール値の
推移

1/,≪ 
I 80 

1101 /+  
1 60 

I r-o 

l』 ／ ＼男

930 

i20 30 今〇 To Cヽl 70 
¥ $ h i, ） 39 令9

いてはすでにこの蛋白尿出現頻度が案外脳卒中死

亡率とよく響きあうことを述ぺた。 今回もその

意味あいから尿蛋白を検査したのであるが，その

成績をまとめると表11に示すようになる。

表11 石沢地区における性別・血圧値別・年令別尿蛋白出現頻度

男

女

翡
正常血圧 境界城商血圧

年令区分
（＋） （廿）以上 （＋） （廿）以上

30~3 9 1 0 2 12:1 (14) 13 :1 (7.7) 13 :1 (7. 7) 

40~49 125 72:6(6.9) 72:3 (4.2) 33 :4 (12.1) 33:1 (3.0) 

5 0-,5 9 87 32:3 (9.4) 32: 1 (3.1) 25 :4 (16.0) 26:l (4.0) 

60~6 9 73 20:3(15. 0) 20:1 (5.0) 

70~ 3 I g: 1 (11.1) 5:2 (4()D) 

計 418 205:13(6.3) 206:4 (2.0) 96:12 (12.5) 96:3 (3.1) 

3 0~3 9 1 5 8 131:14(10.7) 131:2 (1.5) u:2 (14.3) 

40~49 1 5 7 115:8 (7.0) 115:3 (2.6) 21:2 (95) 21:2 (9.5) 

50~59 145 82 :6 (6.1) 32:4 (125) 

60~6 9 84 32 :2 (6. 3) 26:3 (12!!) 25: 1 (4.0) 

70~ 39 9:1 (11.l) 14:3 (21.4) 14:1 (7.1) 

計 5 8 3,3ll9 :so (8.1) 
| 

369:5 (1.4) 106: 14 (132) 100:4 (3.8) 

総計
＇「男子 418: 54 

［女子 583 :73 

1 2. 9希

1 2. 5% 

高 血 圧

（＋） I （廿）以上

16:1 (6.3) 

20:2 (10.0) 

28:4 (14.3 28:2 (7.1) 

33 :6 (18.2 33:4 (12.1) 

17:2 (11.8) 17:1 (5.9) 

114:15(13.2) 114: 7 (6.1) 

8:o 

19:3 (15. 8) rn:1 (5.3) 

30:5 (16. 7) 

27:5 (18.5) 27:1 (3.7) 
16:3 (18.8) 16:2 (12.5) 

100:]fi(16.0) too:.1 C 4.0) 

一
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・尿蛋白出現率は加令とともに高まる，すなわち

男子においては&9'1'(30オ代） ，1 2. 0'/J 

(40オ代） ，17.8% (60オ代） ，1 9. 2'/J 

(6 0オ代） ，19.4'/J (70オ以上）となり，

女子においては ll.4'/J(30オ代） ，1 2. 1'/J 

(4 0オ代） ，9. 7，，， (6 0オ代） ，1 4. 3'/J 

(6 0オ代）， 25. 6，，，け 0オ以上）となる。

また男女各々合計では男子12. 9，，，，女子12.6 

，，，で，大差は認められない。

しかしこれらの成績を前回の成績と比較してみ

ると，前回の男子では総計で17. 6，，，，女子は

1. 6. 8，，，であったから，改善の跡がやや顕著であ

ると思う。

尿糖出現頻度について

尿中糖の出現は糖尿病がまず考えられ，また尿

糖または糖尿病は粥状硬化との関連で重要である

が，尿糖検査の結果（テステープ使用）が必ずし

も信頼し得る成績が目下得られていないので，今

後更に検討を加えることにした。

石沢地区における住民の性別・年令階級別

脳卒中死亡数の年次的推移

本荘市石沢地区の脳卒中死亡率が非常に高いこ

とに注目したのは昭和38年であった。 それ以

来集検を思い立ち，厚意と困憩とを重ねながら今

日に及んだのであるが，昭和 43年をもつて一応

成果かまとまったので此処に報告する次第である

が，最初に石沢地区住民の昭和38年度以降43 

年度までの性別，年令階級別総死亡数ならびに脳

卒中死亡数を示すと表12のとおりである。 こ

の表に明らかなように，総死亡数の減少も考えら

れるが，脳卒中死亡数の減少が顕若であると思わ

れる。 このうち昭和40年度， 42年度のもの

を碁礎として昭和35年度の数値とも比較してみ

ると非常に興味のあることがわかふ ただし集

落が小さいので死亡1名， 2名という小値が率の

上で大きく偏ることになるが止むを得ないことで

ある。

表12 石沢地区住民の性別・年令階級別脳卒中死亡数の年次的推移

年次 死亡総数
脳卒中 30~39 40~49 6 0~69 60-69 70~79 80~ 
死亡数

昭和年 T 30 1 6 1 1 6 6 2 
3 8 M 13 7 1 3 2 1 
F 17 ， 1 3 4 1 

T 34 14 2 2 2 5 2 1 
3 9 M 16 6 2 2 1 
F 18 ， 2 4 2 1 

T 32 1 0 1 6 3 
4 0 M 21 6 1 3 2 
F 11 4 3 1 

T 2 3 13 4 2 7 
4 l M 14 10 3 2 5 

F ， 3 1 2 

T 24 1 0 3 6 2 
4 2 M 13 8 3 5 

F 11 2 2 

T 1 8 6 2 2 2 
4 3 M 1 1 2 1 1 

F 7 4 1 2 1 

計 68 2
 

6
 

11 26 21 3
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表13 脳卒中死亡率の＇七較
（石沢）

年次 総数 男 女
昭和年
35 3 7 7.4 41 0.7 3 4 7. 7 

40 32 0.6 4 0 5.4 2 44.l 
42 3 2 8.8 5 5 3.3 2 50.8 
43 1 9 7.3 I 1 3 8.3 2 5 2.4 

注死亡率は人口 10万対

表13の数値も例外ではないが，少なくと

も脳卒中死亡率の低下は認め得ると思う。

石沢地区における脳卒中発作(InsultI 

Stroke)の出現頻度

脳卒中は発作出現後間もなく死亡すること

もあるが，また数ヵ月後，数年後まで脳卒中

後遺症者として生存することもあり，また乎

常毎舌へ何ら支障なく復帰し得ることもある。

年間住民の何名が脳卒中発作を経験するか，

死亡の場合は衛生統計や死こ票から知り得る

が，幸い生存した場合は医師の診療録から捨

うか，あるいは保健婦などを通じて直接本人

か，家族だどから知るより他はない。 この

ようにして調査し涙t•一のが表 1 4である。
最近は発生数の減少が認められるが，昭和36

年来 43年まで 8カ年の平均発生数は毎笥約

1 8名である。

表14 年次別脳卒中発作発生頻度

年度 M F T 

昭和 36 ， 7 1 6 
37 6 11 , 1 6 
38 12 14 -2 6 
39 12 13 25 
40 11 8 1 9 
41 10 7 17 
42 8 4 12 

年 43 6 6 12 
~ 

計 143

注二次，三次の発作は導入

していない。

これに対して脳卒中死亡数は表 12から年間約11 

名強である。従つてその差7名弱は年々脳卒中後遺症

者として生存する筈である。 しかし死亡があるため

には発生が優先する訳であるから，管理などによつて

発生を阻止すぺきであるが，実生活にこの願望を反映

させることは必ずしも容易ではないのである。

石沢地区における脳卒中後遺症者の

実態

昭和43年 12月31日現在で調査した石沢地区の

脳卒中後遺症者数は男女合計54名である。 （表 15 

参照）。

表15 脳卒中後遺症者の実態（寂忠也区）
一昭和 43• 12•31 現在一

起居状態区分 1 男 女

l 寝たつきり 1 .5 

2. 動けるが他人の介助必要 1 2 

3. 外出はできないが身のま

゜
6 

わりのことは自分でできる

4. 杖があれば外出可能 2 1 

5. 杖なしに外出可能 17 10 

6. 少々の労働可能 5 4 

計 26名 28名

これらの後遺症の日常起居の状態を性別にみると表

1 6のとおりで，区分の 1,2は目分のことは自身で

は不可能，つまり家人，その他の人々の介添を要する

ものは合計9名で，後遺者の約17 %に当る。 また

労働に堪え得るものも合計9名で約 17伶に当る。

これらの数値は石沢地区だけのものか，それとも他地

域にも該当するものであるかどうか，今後の問題と思

われるし，併せてリハピリテーシヨンが如可なる程度

に改善をもたらすものかも問題のあるところであろう•O

高血圧症の管理

高血圧症の管理の目的は高血圧症者の発見とそれに

次ぐ精密検診である。 精密検診の意義は高血圧症者

の現症をよく把振することができると同晦C，いわゆ

る本態性高血圧と鑑別することにある。集団検診の場

合，もしも循環器系に属すと思われる疾病を発見した

場合には高血圧の有無に拘らず，管理の対象に加えな
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けなばならない まま正常血圧者からも脳卒中

の発症があるし，殊に高令者ならば更に注意しな

ければならない。

また地区または町村で管理をする場合は集検そ

の他の径路から発見した高血圧症の把握と記録で

ある。 記録は記録だけに止らず，必ず本人の人

権を尊重しながら1乱人ならびにその周囲に愛の手

を指しのべなければならない。 愛の手には医療

も含まれるが衛生教育，生活改善なども含まれる。

更に附言すれば環境や経済の改善も含まれるもの

であろう。 本荘市石沢地区で住民の集団検診と

同時に地区当局が行つた生活改善から個人衛生に

至るまでの概略をのぺると次のようで，真に涙ぐ

ましいものがある。 これは昭和39年から現在

までの記録であるが、詳紐は記し得ない。

l 石地出張所内および部落別健康相談，

これは不定期健康相談を含むn

2. 各部落文化祭に際して健康相談所を開設。

3. 老人クラプの行事に当り地区老人健康診査

を行う。

4 帰人会，婦人学級開催に際し，婦人の健康

ならびに衛生相談を行う。

6. 母親教室開催には相淡並びに検診を行う。

6. 母子クリニック

'Z 無料検診（簡易保険局）

8. 食生活改善推進謂習会。 この際語演会の

他にキチン・カーによる実習展示，また時に

コンクールを行う。

9. 一般住民検該3

lC． 高血圧症集団検診，その後その成果につい
て報告，並びに検討。

11. 循環器事故者および就床者訪問（年3~4

回）

12. 同上脳卒中後遺症者◎巡回検該3

13. 結核健絵3 この場合血圧測定を行う。

14 中学並びに小学6年生の血圧測定。

16. 唐演会

紐問題研究会

食生活と健康

成人病予防

在宅患者機能訓練（学級）

家庭看護法

以上は実施された項目であって，計画だけでは

ない。 また項Hによつては1回だけにすぎたか

ったものも含まれるが，大部分は毎年1回ないし

数回に及んでいる。

つまり，埠区当局者が事業の目的に忠実であり，

住民もまた良く認識して実行に移したことが今回

のように脳卒中死亡半減以下という成績となった

ことではないかと思われる。

ま と め

昭和38年以来秋田県本荘市石沢地区において

高血圧症，脳卒中を目標とした集団検診を行い．

昭和43年まで一応の成果を得たので此処に報告

する。 ただし従来得られた成績はすでに当所研

究所報第8輯 (196¥F)および第11輯（19 

67年）に報告したので，今回は沼和42年， 43 

年に行った調査成績を主として報告し，併せて経

過について述ぺたいと思う。

本荘市石沢地区（1日石沢村）は出羽山脈の西方，

石沢川（子吉川の支流）に臨んだ内陸乎地農村で

産業は米，製材，木炭などであるが，職種からみ

ると晨業が主である。 この地区はまた現在18 

の部落からなり，人口3.06 6人（男 l461，女

1.6 0 5人）である。 （昭和42年6月1日現在調）

昭和 10年（人口3.433人）来，人口は次第に減

少の傾向にあるが，それは主として幼若年期の人

々のことであって，成人層には特記すべき増減は

認められない。但し老年層Cふがて僅かながら増

加が認められる程度である。

検診対象年令を30オとしたが，男66 7名，

女80 2名，計L46 9名であった。

集検は昭和42年， 43年とも夏期に行われた

が，受診率が芳しからず男62.7'-/J,女72. 2 </J 

で，前回の 96'1,に速く及ばなかった。

血圧値はWHOの分類によったが，今回石沢地

区において正常血圧値を示したものは男49.8'1, 

女62. 2'1,で，前回（男39. 6，，，，女62. 2'!;) 

より高く，正常血王者の殖えたことがみられた。
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境界域高血圧者は今回は男女それぞれ22.7%,

1 8. 5伶で，減少があり，また高血圧者は今回男

2 7. 5 %，女17. 3 %で，前回@33 5. 4伶，女

2 5. 8 %)よりも低く，高血圧者数の減少がみら

れた。

次に被検者を年代別に分けて最大血圧値および

最少血圧値の平均からみても各年代全般にわたつ

て低値がみられた。

心電図所見の分類は Minnesota Codeに

ょった。 心電図上何らかの所見のあるいわゆる

有所見者は男女合計1.0 3 8名中 50 3人であった。

つまり 30オ以上の男女の半分に近い48. 5％を

示した3 もちるん有所見率は低年者よりも高年

者に高まり，また高血圧症者では当然低年令層よ

りも高年令届に高く，すなわち 30オ代男では，

5 8. 8％であるが， 60オ台では 82. 4伶となり

女子においても 66. 7 %から 89. 3茄まで高まる。

正常血圧者群に土、いても男 35. 2％から 52. 6 % 

に，女でも 25. 4 %から72. 7 %まで高まる。

換言すれば正常血圧者といえども加令とともに心

電図上の所見が高まり，また高血圧者必ずしも心

電図上に異常があるとは言えないのである。

次に Minnesota Codeによった分類では，

][“高電位 R波）では，前回男女それぞれ46. 8 

%,19.6%であったものが今回は34. 4伶．

1 4. 8 %となり，また1V1-3̀ (STの結合および

分節）では，前回6.0%,6.8%であったものが

今回は7.2%,6.7%となり，男性にやや高率と

なった。 V (T 波）では前回 10.8~,1 8. 4

外であったものが今回はそれぞれ8.8,16.3%

となり.vn紅心室性誘導，心室性プロック）では
前回1.9%,1.2%であったものが 1.1伶， 0.7 

伶となり，またVJll1-6 （不整脈）では前回6.6 % 

5. 9 %であったものが2.5%,10.0%となった。

以上のように各コラム全体について改善が見られ

たと言えないが，部分的な改善がうかがわれるも

(l.)と思う。

・ 次に眼底所見はカラー・フィルムに撮影後

Scneie の分類によった。 最初高血圧性変化に

ついてのぺると， 0度は今回男女それぞれ62. 6 

%,66.6%で，前回(l.)61.6%,715%より

減少した。 I度， ll度についても今回は有所見

者数が増加したことを示すが，瓜度についてはそ

の逆となった。 また動脈硬化性変化においては

0度のものが増加し， 1度， I度，liI度のものは

すべて減少した。 脳卒中との結びつきに関して

は今少し今後の動向を見守る必要があると思う。

血渭総コレステロール最は前報のように，石沢

地区において特に高値を示すことはなく， 20 0 

喝雇tを越えることがない。 男子も女子も力II令

と共に増量を示すが，その程度は女子において顕

著であり，しかも女子は30オでは男子より低い

が． 50オ代以降男子を凌ぐ高値を示すようにな

る。 すなわち30オと 70オ代との比較では，

男子ではその差が10呪／dt以下であるに対して

女子では3omg/d［以上となる。 従つて血清総
コレステロール量と脳卒中，高血圧症との関連に

ついては更に精密な検討が必要なものと考えられ

る。

尿蛋白の有無，増減の輩については大体前回と

同様の成績を得た。 すなわち尿中蛋白の証明せ

られる頻度は男女とも加令とともに高まる。 そ

の頻度（陽性率）をみると男子全体として 12. 9 

伯，女子12. 5 %であった。 しかしこれを前回

の成績（男子17. 5 <fo，女子15. 8希）と比較す
ると頻変に低下が認められた。

次に石沢地区における脳卒中死亡の動向をみる

と，昭和38年 16名， 39年 14名， 40年

1 0名， 41年 13名， 42年 10名，そして

4 3年は僅か 6名である。 石沢地区は人工僅か

3千人ばかりの所であるから死亡数の平均化は困

難であるが，しかし大きな動番は見られなかった

ことから考えると，昭和 43年度は特別な場合と

しても脳卒中死亡は減少したものと信ぜられる。

またこの死亡の減少と符号するかのように高血圧

症者の頻度並びに血圧値の低下，心電図所見の減

少，眼底の動脈硬化性所見の減少，尿蛋白陽性の

頻低下などがみられたし，更に年次的に脳卒中

発作発生数の減少も見られている。 脳卒中発作

の頻度は昭和36年は 16名（二次，三次の発作

出］o算しない），昭和38年となつて 26名，．

3 9年には25名と殖えたが， 40年度からは減
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少し初め， 42年度にはI2名， 43年度には同―
じく 12名という成績であろ。

次に脳卒中後遺症者歓は昭和38年 10月15 

日現在に二、ける調査では男I7名，女29名，計

43名であったが，昭和43年12月3I日現在

の調査では男 26名，女28名，計54名であっ

た。 但し38年度においては「寝たつきり」の

患者が男4名，女8名，計I2名であったが，今

回は計6名にすぎず，また他人の介助を必要とす

る患者を加算しても 9名に過ぎない また杖な

しに歩行，外出できるものが前回は11名であっ

たが， 43年調査では36名で，このうち労働可

能者が 9名も含まれている。

以上，脳卒中死亡高率，高血圧多発地帯にも地

域住民の熱意努力によつてようやく明るい見透し

がたつに至乞た。
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2. 秋田県高血圧調査研究会，高血圧症に関する

調査研究第3報本荘市石沢地区における調

査成績，秋田県衛生研究所報第8輯，昭 39. 

3. 船木章悦，今野宏，児玉栄一郎，秋田県に苓

ける高血圧症と血清総コレステロールとの閑連

について，秋田県衛生科学研究所報第12載

昭43. 
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